
国
会
事
項

官
庁
報
告

平成™œ年˜˜月˜œ日 金曜日 第�˜�™号官 報
議
案
通
知
書
受
領

十
一
月
十
三
日
参
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次
の

内
閣
提
出
案
を
可
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る

特
別
措
置
法
案

質
問
書
提
出

十
一
月
十
三
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
九
月
に
尖
閣
諸
島
沖
で
発
生
し
た
衝
突
事

件
に
係
る
元
内
閣
官
房
長
官
の
発
言
等
に
関
す
る
再
質

問
主
意
書
（
鈴
木
貴
子
提
出
）

外
国
の
情
報
機
関
に
よ
る
盗
聴
に
対
す
る
安
倍
晋
三
内

閣
の
認
識
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
（
鈴
木
貴
子
提

出
）

外
務
省
に
よ
る
竹
島
と
尖
閣
諸
島
に
係
る
動
画
配
信
の

是
非
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
（
鈴
木
貴
子
提
出
）

請
願
処
理
経
過
報
告
書
受
領

十
一
月
十
三
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

第
百
八
十
三
回
国
会
衆
議
院
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
請

願
の
処
理
経
過

参

議

院

議
案
受
領
（
予
備
審
査
）

十
一
月
十
三
日
衆
議
院
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ

た
。首

都
直
下
地
震
対
策
特
別
措
置
法
案
（
災
害
対
策
特
別

委
員
長
提
出
）（
衆
第
七
号
）

議
案
付
託

十
一
月
十
三
日
議
長
は
、
次
の
衆
議
院
提
出
案
を
委
員

会
に
付
託
し
た
。

特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
特
別
措
置
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
二
号
）

国
土
交
通
委
員
会
に
付
託

東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆

第
五
号
）

災
害
対
策
特
別
委
員
会
に
付
託

ま
た
、
同
日
議
長
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出

案
を
委
員
会
に
付
託
し
た
。

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律
案
（
閣
法
第
一
三
号
）財

政
金
融
委
員
会
に
付
託

薬
事
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
十
三

回
国
会
閣
法
第
七
三
号
）

再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
案

（
第
百
八
十
三
回
国
会
閣
法
第
七
四
号
）

厚
生
労
働
委
員
会
に
付
託

議
案
送
付

十
一
月
十
三
日
次
の
内
閣
提
出
案
を
衆
議
院
に
送
付
し

た
。生

活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
案

議
決
通
知

十
一
月
十
三
日
本
院
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提

出
案
を
可
決
し
た
旨
衆
議
院
に
通
知
し
た
。

電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る

特
別
措
置
法
案

質
問
主
意
書
提
出

十
一
月
十
三
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ

れ
た
。

道
路
交
通
法
に
基
づ
く
点
数
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意

書
（
薬
師
寺
み
ち
よ
提
出
）（
第
五
九
号
）

質
問
主
意
書
転
送

十
一
月
十
三
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し

た
。二

〇
一
三
年
度
に
お
け
る
経
常
収
支
赤
字
化
の
可
能
性

と
財
政
へ
の
影
響
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
藤
末
健
三

提
出
）（
第
四
八
号
）

再
審
情
願
を
行
っ
て
い
る
者
へ
の
在
留
特
別
許
可
に
関

す
る
質
問
主
意
書
（
浜
田
和
幸
提
出
）（
第
四
九
号
）

子
ど
も
の
連
れ
去
り
・
引
き
離
し
問
題
に
関
す
る
再
質

問
主
意
書
（
浜
田
和
幸
提
出
）（
第
五
〇
号
）

出
版
物
販
売
に
お
け
る
海
外
事
業
者
へ
の
課
税
に
関
す

る
質
問
主
意
書
（
有
田
芳
生
提
出
）（
第
五
一
号
）

地
方
衛
生
研
究
所
の
地
方
独
立
行
政
法
人
化
に
関
す
る

質
問
主
意
書
（
江
崎
孝
提
出
）（
第
五
二
号
）

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律
案
及
び
外
国
為
替
資
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
山
本
太
郎
提
出
）（
第
五
三
号
）

奨
学
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
山
本
太
郎
提
出
）（
第

五
四
号
）

法
律
公
布
奏
上
及
び
通
知

十
一
月
十
三
日
次
の
法
律
の
公
布
を
奏
上
し
、
そ
の
旨

衆
議
院
に
通
知
し
た
。

電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る

特
別
措
置
法

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
2
1年
法
律
第
2
5号
）
第
3
7条

第
１
項
及
び
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
2
1年
勅
令

第
4
7
8号
）
第

1
0条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
全

日
本
港
湾
労
働
組
合
九
州
地
方
本
部
か
ら
、
冬
季
一
時
金

等
の
要
求
に
関
し
て
、
平
成
2
5年

1
1月

1
9日
午
前
０
時
以

降
、
同
組
合
の
組
合
員
が
従
事
す
る
別
表
に
掲
げ
る
全
職

場
（
福
岡
県
、
長
崎
県
及
び
鹿
児
島
県
）
に
お
い
て
、
争

議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
４
項

の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成

2
5
年

1
1
月

1
5
日厚生
労
働
大
臣
田
村
憲
久

別
表
福
岡
県
博
多
港
運
株
式
会
社
及
び
博
多
海
陸
運
送
株

式
会
社

長
崎
県
株
式
会
社
九
商
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
九
商

産
業
株
式
会
社
及
び
株
式
会
社
小
値
賀
共
運

組
鹿
児
島
県
合
資
会
社
吉
田
海
運
産
業
会
社
、
合
資
会
社

仲
村
運
輸
、
有
限
会
社
竹
畑
運
送
店
、
中
川

運
輸
株
式
会
社
、
鹿
児
島
海
陸
運
送
株
式
会

社
、
株
式
会
社
共
進
組
、
第
一
海
運
株
式
会

社
及
び
鹿
商
海
運
株
式
会
社

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
2
1年
法
律
第
2
5号
）
第
3
7条

第
１
項
及
び
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
2
1年
勅
令

第
4
7
8号
）
第

1
0条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
全

国
一
般
愛
媛
地
方
労
働
組
合
松
山
支
部
か
ら
、
年
末
一
時

金
等
の
要
求
に
関
し
て
、平
成
2
5年

1
1月

2
0日
正
午
以
降
、

同
組
合
の
組
合
員
が
従
事
す
る
伊
予
商
運
株
式
会
社
の
全

職
場
（
東
京
都
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、
愛
媛
県
及
び
福
岡

県
）
に
お
い
て
、
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た

の
で
、
同
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成

2
5
年

1
1
月

1
5
日厚生
労
働
大
臣
田
村
憲
久

衆

議

院

法
律
公
布
奏
上
通
知
書
受
領

十
一
月
十
三
日
参
議
院
議
長
か
ら
、
次
の
法
律
の
公
布

を
奏
上
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る

特
別
措
置
法

議
案
提
出

十
一
月
十
三
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

国
の
責
任
あ
る
財
政
運
営
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
案

（
桜
内
文
城
外
二
名
提
出
）

国
民
生
活
強

化
の
た
め
の
防
災
・
減
災
対
策
基
本
法

案
（
中
川
正
春
外
四
名
提
出
）

議
案
受
領

十
一
月
十
三
日
参
議
院
か
ら
受
領
し
た
内
閣
提
出
案
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
案

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
第
５
条
の
規

定
に
基
づ
く
関
係
労
働
者
を
代
表
す
る
者
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

今
般
、
宮
城
労
働
局
の
関
係
労
働
者
を
代
表
す
る
者
小

田
島
光
夫
の
辞
任
の
申
出
に
伴
い
、
労
働
保
険
審
査
官
及

び
労
働
保
険
審
査
会
法
（
昭
和

3
1年
法
律
第

1
2
6号
）
第

５
条
及
び
同
法
施
行
令
（
昭
和

3
1年
政
令
第

2
4
8号
）
第

２
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
欠
の
関
係
労
働
者
を

代
表
す
る
者
を
指
名
い
た
し
た
い
の
で
、
資
格
が
あ
る
労

働
者
の
団
体
は
、
下
記
に
よ
り
関
係
労
働
者
を
代
表
す
る

者
の
候
補
者
を
推
薦
さ
れ
た
い
。

平
成

2
5
年

1
1
月

1
5
日厚生
労
働
大
臣
田
村
憲
久

記
１
推
薦
資
格
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
4
4年
法
律
第
8
4号
）
第
３
条
に
規
定
す

る
労
災
保
険
に
係
る
労
働
保
険
の
保
険
関
係
の
成
立
し

て
い
る
事
業
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
の
加
入
し
て
い
る

労
働
者
の
団
体
で
あ
っ
て
、
宮
城
労
働
局
の
管
轄
区
域

内
に
組
織
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
推
薦
手
続
推
薦
に
当
た
っ
て
は
、
別
紙
様
式
に
よ

る
推
薦
書
の
正
本
及
び
副
本
に
候
補
者
の
履
歴
書
２
部

を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

３
推
薦
締
切
日
平
成
2
5年

1
1月

2
6日

４
推
薦
書
及
び
添
付
書
類
提
出
先
宮
城
労
働
局
労
働

基
準
部
労
災
補
償
課

様
式

平
成

年
月

日
厚
生
労
働
大
臣

殿
団
体
名
及
び
そ
の
代
表
者
名
印

参
与
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
第
５
条
の

規
定
に
基
づ
く
関
係
労
働
者
を
代
表
す
る
者
の
候
補
者
と

し
て
、
次
の
者
を
推
薦
し
ま
す
。

Ÿ
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